
 
                                                            

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                                    

クラブ協議会 

「本年度活動方針と取り組み状況」 

本日の例会 

経歴 

東京芸術大学音楽学部

楽理科卒業。音楽史や

音楽理論を学ぶ。 

現在は、音楽と福祉の分

野でも活躍し、また、プロ

ディーサーとしてコンサ

ート等を全国各地で行

う。 

1455 号 2017/9/19 

～前回の例会～ 

「夏目漱石と音楽」 

元東京芸術大学特任教授・音楽学者 

瀧井 敬子 様 

（柴孝也会員ご紹介） 

 

                       

 
本日の歌  「鉄道唱歌  ～東海道編～  31番」 
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夏目漱石は小説家として有名ですが、小説家の

枠を超え、近代知識人の１人です。 

奏楽堂の歴史、日本の洋学史、オペラあふれる現

代の東京を、漱石を通して見ることができます。 

漱石は音楽愛好家で、「吾輩は猫である」にも演

奏シーンが登場します。熊本五高時代の弟子である

寺田寅彦を、イギリス留学から帰国した漱石は非常

に頼りにし、一緒に演奏会に行きます。上野の奏楽

堂は学校として建てられた講堂ですが、真ん中が奏

楽堂になっていました。当時の音響の最高技術が用

いられています。ただし、当時はまだ人に聴かせら

れるレベルの演奏ではなく、招待状を持つ学生や政

府関係者しか聴けませんでした。漱石はチケットが

買える演奏会に行くだけです。 

この楽団はユンケル先生というオーケストラ作りの

名人を招きます。明治 40 年に初めて一般公開され 

た演奏会を聴いた漱石は、「草枕」の中でこ

の演奏会を高く評価しています。 

 その後、子女にピアノを習わせることが流

行し、漱石も娘のために 400円でピアノを購

入し、ピアノの先生が漱石の家を出入りする

ようになります。この頃には寅彦が海外に留

学してしまい、一緒に演奏会を聴きに行く

人がいませんが、朝日新聞社に勤めていた

漱石は音楽批評欄を設け、ピアノの先生に

記事を書かせます。記事をチェックする漱

石には、常に日本の音楽の最新情報が入

るようになり、寅彦がいなくても音楽の知識

を広げるのです。 

 ユンケル先生が日本を去る明治４５年、管

弦楽器を用いた音楽会が開催されます。漱

石は「ハイカラの会なり」と日記を残します。

「ハイカラ」は漱石が好んだ言葉です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 
 

 

 

 

次回９月２６日（火）は、ガバナー公式訪問日です。 

当日は、 

国際ロータリー第 2750 地区ガバナー 猿渡昌盛 氏 

の卓話です。 

演題は「ロータリー：変化をもたらす」です。 

なお、当日の例会場は、21 階「ルミエール」となります。 

次 回 例 会 の予 定  
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小林 美和様 先日の 7 月に川崎から銀座 8 丁目へ移転

してごあいさつに参りました。 

柴  孝也  本日の卓話、音楽家の瀧井先生です。よろ

しく。 

岡田 髙治  今朝、曼珠沙華が咲きました。ニコニコ 

 

○会長報告（村木会長） 
・本日の卓話は、夏目漱石と音楽がどのように関係
するのか興味があります。楽しみです。 

・先週のクラブフォーラムを振り返りたいと思います。
たくさんのご意見をいただきました。 
例会に関しては、卓話を充実させる、食事を充実

させる、出席者を事前に把握する、夜間例会を増
やすといった意見がありました。卓話については、
プログラム委員長の長野さんと相談し、早めに告知
するようにします。上期分で既に決まっているもの
は、年間スケジュールに反映させ、会場に貼りだし
ます。決まっていない日は空欄ですが、決まり次第
記載し、皆様に卓話のスケジュールを知っていた
だけるようにします。食事については、カレーライス
の日のうち年２回くらいハヤシライスにできないかホ
テルと相談しています。出席者の事前把握は難し
いです。夜間例会は年２回ありますので、炉辺会
合など夜の懇親を検討していきます。 
親睦については、すでに親睦委員会でも検討し

ていただいていると思いますが、日帰り小旅行や、
イベント（観劇やオペラ鑑賞）＋食事の企画を更に
追加できるか考えます。 
会員増強に関する議論はなかったようですが、地

域の JC 等とコミュニケーションをとってみるのも良
いだろうと思っています。 

 
 
〇幹事報告（高橋幹事） 
・次回 19 日の例会は、26 日のガバナー公式訪問

に先駆けて行われますクラブ協議会で、森村ガ
バナー補佐と新家グループ幹事が出席されま
す。 

・ 本日、お知らせと当日資料の活動計画書を配布し
ておりますが、活動計画書は次回必ずご持参くだ
さい。 

 
 
〇委員会報告 

・親睦委員会より – 藤永 委員 
  秋の一声会の案内を皆様の BOX に配布しまし

た。11 月 11 日（土）中山カントリークラブで、少し早
いですが、7 時 30 分スタートです。皆様のご参加を
よろしくお願いします。 

   

■9 月 12 日例会プログラム 
1．点鐘 
2．ロータリーソング「われらの生業」 

本日の歌「鉄道唱歌～東海道編～30 番」 
3．会長報告 
4．卓話 
5．点鐘 

 
■出席報告 

9 月 12 日出席者 40 名 ビジター4 名  
                         出席率 63％ 
9 月 5 日出席者 44 名 メーキャップ 6 名 計 50 名 
会員数 67 名 出席対象者 64 名 修正出席率 78％ 

 
■ビジター、ゲスト（敬称略） 

長家 靖（岡山南）、小林 美和（川崎北） 
足立 勲一郎（東京南）、川本 正一郎（東京南） 

第 1502 回 例 会 報 告  


